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、

’1 ．はじめに

　固体降水で は降水織子 の 形状が極め て 多様 な た

め 、
レ ーダー等価反躰強度因 子 （equivalent 　 radar

reflectfvity 　factor，　Ze）と降水強度 （R ）との 関係が大

き く変化 する 。 そ の ため レ
ー

ダ
ー

観測 に 基 づ く建

量 的降水推定 （quantitative　 precipitatio箆 estimation ：

QPE）が容易 で は な い
。 本研 究で は、 レ ーダ

ー
と

降雪粒子 の 岡時観測 を行 い 、可 変Ze・R 式 に よる

降水量樵定手法を 試 み た結果 を述 べ る。本研 究で

は 、 10分を解析時問巣位 と し、気温く 0 ℃ で フ ィ

ル タ リン グし た乾雪を解析対象 とし た。

2 ．研究方法

　 Ze−R 関係は 通常Z 鈩 BR β（B、 βは定数 ）で表 さ

れ 、観測 に よる実験弐が多 くあ る 。 Rasmussen　 et

aL （20G3）は、式に よる差異が粒径分布の 切片、落

下速度、dryかwet （濡れ雪 とriming した雷片の 両方

を含む）か に よ っ て 影響 され る こ とを理 論的弩察

に基 づ い て指摘 し 、 β一1．67が 適切で ある こ とを

示 した 。 こ れ に基 づ い て 、Ze±BRI・67 とし て レ
ー

ダーと同時観測 した降雪粒 子 の特性か らB を鋒嵐

し、レ ーダー降水 量分擶 の 推定を行 っ た。

　 Rは、森林総合研究所十 日町試 験地 （癰潟 県十

日町 市〉露 場 に 設 置 し た 降 雪 粒 子 観 測点 SPOS

（Snow　Particle　Observation　Station；中井ほ か，2011）
の 風除 けや ぐ ら内の N 村式 降雪降雨強度計 （田村

雪氷計 測研 究所製 ；Tamura
，
1993）の観測値を使期

した QZe は 雪 氷 防災研 究セ ン ター（新 潟県長岡

市 ）設 置 の 偏 波 ド ッ プ ラ
ー

レ
ー ダ ー X −POL

（lwanami　et 　al．
，
互996）の観損1値を使用 した 。

　 降水 粒 子 に つ い て は、上記 SPOS 風除けや ぐら

内 の PARSIVEL （OT”r　Hydromet　GmbH 製 ；Battaglia

et　 aL
，

2010）の観測値 を使用 し、　 Ishizaka　 et　 aL

（2013）の ア ル ゴ リズ ム に よるcenter　 of　 mass 　 flux

distribution（CMF ；粒径D
恥，落下速度Vfc の 等価降

水粒 子 ）を求め 、霙粒付着度 の 指標 と して riming

and 　melting 　index（RMI ＞を RMI ＝Vf
，
　f　Df

，

o・s で 定

義 した 。

3 ．結果

　 齧片に つ い て の 解析結果 を第 1 図に示 す。RMI

が大きくなる ほ どA （＝IOIogioB）が小 さ くなる傾向

が 見 られ、　こ れは Rasmussen 　et　a呈．（2003）　と整合

的で あ る。ま た、降雪強度が 強くな る ほ どA が小

さ くなる傾向が 見られた 。

　 2010年 12月 7日 か ら2011NP1月 31日ま で56 日間 の

デー
タを用い た結果 も第 1 図と鬩様で あ り、

　 dB （Ze）me 　16．710g（R）− 8．8113RMI 十 22．958　（1）
の 近似式 が得 られ た。式 （1）で は RMI＝O．1と 1．0に

対 し て A が 22．1か ら 14．1まで変化する 。
Rasmussen

et　al．（2003）に よ る A は 17．58 （wet ！rimed ，　large　No ，

N
。
は粒径分布 の 切 片） か ら2727 〈d・y．sm ・ll　N 。

）

の 間な の で、上式 の 値は やや小 さい
。 しか し、こ

の 傾 きは 数の 少 ない RMI の 大きい 点に 引っ 張 られ

て お り、A の 平均値は 205で あ っ た 。 雲粒付き、

濃密雲粒付きの 多い 新潟地域 の 降雪特性 を考え る

と、得られた値は合理的な範囲 と考え られ る。 し

か し ぱ ら つ きが大 き く 、1）SPOS観 測点 と レ ー

ダー格子 点の 高度差、2）解析の 時 間分解能 、3）

SPOS で採用 した PARSIVELの 落下速度推定値の

誤差、4）小粒子 の 影響 、 等が理 由として 考え られ

る 。 霰に 関 し て は A の RMI 依存性 は明 瞭で は なか

っ た。式 〈蚕〉は まだ 限 られたデ
ー

タに よ るも の で

あ り 、 今後 さらに調査を進め て い く必 要があ る e
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第 1 図 2011年 1月 11目か ら20S の RMI とA

（悪101091（β）の 散布図 。
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